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１．序

1949年開放によって建国された中華人民共和国は，

戦争と開放に伴う住宅の被害や人口の都市集中化によっ

て，都市住宅の不足が著しかった。しかし，住宅不足

を解消するだけの経済力や建設技術もなかなか充実せ

ず，しかも文化大革命という混乱期を間に挟んだため

低廉な住宅を大量に供給する計画はなかなか進まなかっ

た。1976年の文化大革命終了後から，住宅の供給量は

急激に増加しているものの，人口政策の失敗や管理制

度上の問題で，庶民の間では依然として，狭小過密の

生活が営まれている')。

1984年には，戸当り平均住居面積56㎡であったが，

80年代目標50㎡／戸以内，９０年代55㎡／戸以内と目標

を下方修正せざるを得ない状況に落ち入っている。さ

らに，経済開放政策が進んだ1992年には，月額家賃を

向こう３年間で１７倍に引き上げたり，住宅分譲政策

(北京のアパート77㎡の価格８～９万元：労働者の共

稼ぎ月収約５百元）等が取り入れられようとしてい

る2)。

この様な中で，現在中国建設部と日本国際協力事業

団によって中国城市小康住宅研究協力事業が進められ

ている。これは，2000年を目標とした都市型集合住宅

の提案を行うための，住まい方現状調査である。しか

し中国では，日本で言う建築計画の概念が定着してい

ないため，都市住宅に関しても設計図面を主とした新

しい提案のみが先行し，歴史を踏まえた理論的な分析

は行われにくい。
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これらの理由も加わり，中国では開放後の都市住宅

の計画理念と設計規範の変遷を総括的にまとめた文献

は見られないし，文化大革命以前の客観的な文献も散

逸していると言われている。

日本でも近年，中国の都市住宅の住まい方研究が始

まったが，歴史的な背景を押さえないままに，わが国

の建築計画の方法論を持ち込んでいる。このため，場

合によっては大きな過ちを犯す恐れもある。

以上のような観点に立つと，今，開放後の都市住宅

の計画理念と設計規範の変遷を解明しておくことは，

非常に重要な研究課題である。

２ ．研究目的

中国の都市住宅は概して居室（臥室）が広く，家族

人数に比べて居室数が少ないため，一つの居室に数人

が就寝し，いわゆる就寝分解が確率されていない。こ

のため，近年では，本来ホールであったはずの庁を確

保し，この空間を逃げの空間として活用している例が

かなり見受けられる。しかし，この方法では個室化の

要求に答えられないばかりか，住戸の面積は拡大する

方向になり，経済投資枠内での住宅不足解決の対応策

にはならない。

このため，最近では多様化する住要求に応えるため，

居室そのものの面積を縮小し，そのぶん個室を増やし

たり，居間である起居室を確保しようという動きがで

ている。一方，電化製品の普及は著しく，都市ではテ

レビ約１００％・冷蔵庫約40％・洗濯機約75％に達し，

この分だけ住宅の面積増加要求を助長していることは

事実である3)。

中国の都市住宅を日本的な基準で評価すると，臥室

となる居室で就寝し食事・団らん・接客も行う等，空

間と生活行為の間に用途区分が無く，矛盾が見られる。

しかし，中国人はこれらの点を必ずしも矛盾とは感じ

ていない面がある。

これは，単に現在の中国の居住水準の低さによるも

のではなく，中国と日本の本質的な文化の差によるも

のと，中国では開放後，わが国では敗戦後の「住様式

と住文化の発展過程の差」に負うところが大きいもの

と考えられる。

開放後中国の住宅政策は，ソビエトの標準設計をそ

のまま導入しようとしたこと，「合理設計・不合理使

用」の思想のもとで大規模住宅を供給しようとしたこ

と，中国本来の住宅には大きな居室（房または臥室）

が確保されるのが普通であったこと，等の理由で狭い

居室（臥室）を持った住宅は，住民になかなか受け入

れられないともいわれている。

開放後，主に経済的理由から，小住宅を供給すべき

だという運動が，幾度となく行われたことがあったが，

なかなか実現しなかったのが現状である。

今後，中国の都市住宅の平面構成がどの様な方向に

発展してゆくかは，住まい方の現状調査だけではなく，

開放後の住宅政策がどうであったか，実際どの様な住

宅が供給されてきたかを，歴史的に解明しておく必要

がある◎

本研究は，このような視点に立ち，開放後の都市住

宅の計画理念と設計規範の変遷を歴史的に解明しよう

とするものである。

３．研究方法

中国では1949年の開放後，1953年に建築工程部設計

院が設立され，復興・建国の体制が整えられた。翌

1954年には，建築の専門雑誌である「建筑学報」が創

刊された。この建筑学報は，文化大革命時約７年停刊

されたが，その後復刊され，中国では権威ある建築雑

誌である。この「建筑学報」を経年的に収集し，都市

住宅に関する記事・図面等から，住宅の計画理念と設

計規範の変遷過程を調べる。

具体的には，①ソビエトの影響がどの程度あったか

②小面積住宅供給の提案と実行がどの程度行われたか

③型別住宅供給政策がいつ頃から取り入れられるよう

になったか④経済発展策と住宅供給策がどの様に対応

してきたか，等の視点で分析を行う。

４．分析と考察

４－１．ソビエトの模倣

中華人民共和国建国の翌1950年「中ソ友好同盟互助

条約」が締結され，1959年ソビエトの技術者引き上げ

開始までの１０年弱が，短い「中ソ蜜月時代」であった。

しかしこの間，中国は経済・技術など多くのものをソ

ビエトに依存した。

1953年建築工程部設計院が設立され，復興・建国の

体制は整えられたものの技術向上のため，同年の人民

日報社説でも「設計水準と設計の質を向上するために，

ソ連の専門家から勉強しなければならない」と述べて

いる‘)。また'954年には中国建築学会編集になる専門

誌「建筑学報」が創刊され，発刊の辞には「ソ連に学

べと毛主席が言うように，先駆者であるソ連の建築を

紹介することが目的である」と記している4)。
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このような状況の中で，1953年から第一回五箇年計

画が始まり，新しい都市住宅はソ連の標準設計をその

まま模倣した301.302型住宅として建設された。これ

は，２室型約50㎡・３室型約74㎡など一住戸の面積が

かなり広い住宅で，当時の中国の標準家族人数４～５

人・一人当り居住面積４㎡に対しては賛沢なものであっ

た。

事実，このソ連模倣型住宅には，一室に一家族が住

む，すなわち一住戸に２～３家族が住むという現象が

起きていた。（図一ｌ)5）（図－２）6）

この矛盾を正当化するためにも，党と政府は「合理

設計・不合理使用」のスローガンを掲げた。このスロー

ガンは，将来的には一世帯が一住戸を使用することを

前提とした理想的な設計であるが，現状は住宅難のた

め，数世帯が一住戸を使用するのは仕方がないことで

あり，不合理使用に耐えましょうというものであった。

一方，1955年３月28日の人民日報では「反対建築中

的浪費現象」という社論で「党中央は非生産的な建築

に対する基準を落とすことを要求」したことを報じた。

これを受け政府は「励行節約，為完成社会主義建設而

奮闘｣7)のため，住宅の建築単価を90元／㎡から20～

60元／㎡に引き下げることを決定した。
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図一ｌソ連Ⅱ-04型標準設計（1950）
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図－２中国301-Ⅱ型第二方案（1956）
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４－２．ソビエト批判と経済性の重視

1955年８月には「降低標準後的二区住宅定型設計介

紹」の論文が出され，「幾年来標準設計工作在学習蘇

連先進経験…盲目的般用蘇連最新的建築標準…以往的

301.302住宅設計，遠遠脱離了現実的国家経済条件与

労働人民的生活水平…批判了住宅設計中所謂“合理設

計不合理使用”的錯誤設計思想」とソ連に対する盲従

と「合理設計不合理使用」の設計思想が批判され，同

時に303型住宅案が紹介された。（図－３）8）

この303型住宅は，「優点為好方向多，居室有大小，

便於霊活分配…造価低…」と日当りの良い部屋が多く，

居室に大小が有り，配分の活用性に富み，建築単価が

安いと，その特徴が述べられている。しかし，我々の

目から見ると，とうていソ連からの脱却や「合理設計

不合理使用」の見直しがなされているとは思えないプ

ランである。

この点は中国でも直ちに問題にされ，「関於55-6二

区住宅定型設計的幾個問題｣9)の論文は「就対“適用，

経済，在可能条件下注意美観”的統一方面，存在着不

小欠点」と経済性の重要さを指摘した上で，「毎単元

居住人数較多，如按定額毎人４平方公尺計算，毎層可

住37人…」としている。

提案された303型住戸の基準階は，厨房４箇所・便

所３箇所・9.42㎡～16.1㎡の居室ll室を持つプランで

ある。このため，４㎡／人を基準に計算すれば，最小

の居室に2.5人・最大の居室に４人，合計11居室138.45

㎡に37人が住む計画になり，基準階当り５～９家族が

居住せざるを得ない状況である。これは，先述の「居

室に大小が有り，配分の活用性に富み」と，自我自賛

する特徴と大きく異なるものである。

また同時にこの論文では，303型住宅は高級幹部用

には不適当であるとして，高級幹部用には305型住宅

を提案している。裏返して言えば，社会主義建国６年

目に，早くも新しい階級が成立したことをも示してい
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４－３．小面積住宅と型別供給の提案

同じく1956年の論文「関於住宅標準設計一些問題的

商権｣'2)は「合理設計不合理使用，的原則是否能完全

適用於住宅設計中是始終有懐疑的」と合理設計不合理

使用の思想を住宅に適用することに疑問を投げかけ，

この思想は事務所ビル等に適用すべきと述べている。

さらに，今まで地方別に提案されていた標準設計に

加えて「設計以独用的小面積的住宅組成的単元的必要

性」として一世帯一住戸の必要性と今後の方向性を示

唆している。

また新たに，階級別型計画として「甲級住宅供労働

模範，高等幹部，高級知識分子等居住；丙級的供一般

工人大衆偶居住；乙級住宅則可供介乎両者之間的対象

居住」と，高等幹部・一般工人・その他として三階級

区分を提案している。

さらに「独用的住宅」政策を進めるために，家族人

数別型計画として「毎一家庭的人口的多少是不同的，

所以在同一等級的住宅中…毎戸人口的多少，分成若干

型類。…即大型戸，中型戸与小型戸」と，それぞれの

家族構成に対応しやすい大中小３タイプのバリエイショ

ンを追加すべきと述べている。

一方，ソ連においても住宅供給量は計画通りに進ま

ず，それまで戸当り住戸面積56～60㎡，居住面積35㎡

であったものを，それぞれ40㎡と27㎡と大幅に引き下

げることが提案され，独自の小面積住宅の計画が模索

され始めた。（図－５）'3）

天津大学の研究者からは，冬の最低平均気温が０℃

以上となる，楊子江以南の地方では，外廊式小面積住

宅が有効であるとして，改めて計画案が示された'4)。

これは，北京右安門実験住宅の提案と同じ主旨である

が，特に住まい方として，就寝分解が具体的に示され

る。

工業化が進むにつれて，大都市への人口の流入は著

しく，一般人民の住宅難はその限りを極めていた。首

都北京では，一人当りの居住面積４㎡という国家目標

を達成するために「北京右安門実験性住宅」が紹介さ

れた。

これは「外走廊方式」と呼ばれるもで，今まで提案

されていた階段室型と異なり，廊下型であるため，

①各住戸へのアプローチが自由で小規模住戸が構成し

やすい②採光が容易である③通風が確保しやすい，と

いう特徴が揚げられた。

一方「外走廊的方式雛然在華北地区因気候関係有欠

点些，如楼梯不能避風，走廊不能避雨雪｣'０)と，地域

によっては風・雨・雪に弱い外廊下の欠点も反省点と

して述べられている。

この計画は，一人当り４㎡未満という居住面積水準

を無理にでも達成するために，一寝室に四人が就寝し，

一人当り寝室占有面積3.1㎡という極端なものであっ

た。（図－４）

1956年には「目前住宅標準設計所在一些問題及討論」

の中で，一人当り４㎡未満を達成するためには「小臥

室」を持つ住戸を供給すべきであるとした。これがで

きないのは「住宅標準設計陥入教条地搬用蘇連設計的

原因，最主要的是我偶不全面地深入了解人民的生活状

況」とソ連追従と国情無視を批判すると同時に「外廊

式住宅」の一層の発展を求めている。

さらに，住宅の経済的設計評価指数として，平面係

数（Ｋ）を導入し'１)，一定の投資の下でどれだけ有効

な居住面積を確保できるか，経済性を厳しく査定する

ことを提案している。

平面係数(K)一驚鮮雲竿篭鶏

○
の

」’■恒

鹿児島大学工学部研究報告第３４号（1992）

図－４北京右安門実験性住宅基本単元図
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の改良案は，廊下を前室としてまとめ必要な場合には

利用できるようにし，便所・浴室は外気に面するよう

にするなど，新しい試みがなされている。（図－６）

他方，華撹洪は「北京幸福村街坊設計｣'6）の中で外

廊式住宅を提案し，外廊下が北または西に面して冬は

不便であるが「在按排小面積住宅上，是比較方便的，

同時在霊活変動戸室比例方面，在構造方式簡単方面，

在陽光通風方面，都比較有利」と小面積の有利性・型

別供給の容易さ・構造の簡単さ・採光通風の確保など

を積極的に評価している。

この上で，一室典型単元（居住面積14.2㎡，３人家

族用，4.7㎡／人)，二室典型単元（居住面積25.1㎡，

５人家族用，５㎡／人)，三室典型単元（居住面積

37.9㎡，８人家族用，4.7㎡／人）の大中小の家族構

成に合わせた３住戸タイプを提案している。（図－７）

４－４．独自の設計と套間型住宅

これまで提案されてきたプランは，階段室が住棟妻

に平行なものばかりであったが，住棟妻に直角な階段

室型プランもこの年新たに提案された。ここでは「使

我1門対於建築設計中展開大胆創造的前景，可以付於更

多的期望」とユニークさを前面に押しだし，各住戸で

採光通風にとみ，厨房・浴室を階段室回りに配置した

ため主婦が使いやすいことを強調している。

しかし，このプランでは一階段当り４住戸を配置し

たため，一住戸のフロンテージが狭く，一つの居室を

通り抜けないと他居室へは行けない欠点を持ってい

た'7)。この通り抜け型は，その後「套間型小面積住宅」

として広く普及し，長所・短所の議論が後々まで続く

原型でもあった。（図－８）

1957年は，第一回五箇年計画終了の年であったが，

ている。

すなわち「甲平直単元：為単元基本形式之一，有厨

房，廊所各一間，居室両小間，供３～４口之家使用。

内室住夫妻二人或帯一不足十二歳之子女一人，外室住

於十二歳之子女一人。居住面積＝15.8㎡，毎人平均

5.3～4.0㎡」と述べている。このように，１２歳を基準

に就寝分解を提案した論文はこれが初めてであろう。

一方北京では，同じ設計院の中でも様々な意見が入

り交じっていた。まず超冬日は「北京市北郊一居住区

的規劃方案和住宅設計｣'5)で，主要な住宅の類型は

｢内走廊式」と「外走廊式」とあり，内廊式は合理設

計不合理使用の要求に適合するが便所浴室の通風採光

が悪く非衛生的である，外廊式は「独門独戸」の小面

積住宅に適しているが大雨・大雪時の安全性や廊下を

子供が走った時の危険性等に問題があると指摘している。

さらに彼らが提案する内廊式住宅の改良案“乙級試

建住宅設計”は「按我国一般家庭恨多是“三代同堂”，

夫婦之外有父母子女…合理設計不合理使用的両家同居

一戸，而又一室多人的便法有一定的欠点，因而採取独

門独戸的多房間小面積方式是比較有利的」であるため，

中国の家族構成状況に適合するとしている。さらにこ

‐

図－７北京幸福村住宅
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現実には思うような経済発展は達成できず，思想統一

も完全では無かった。

1957年２月12日から８日間北京で開かれた「中国建

築学会第二次代表大会」では国家建設委員会主任が

｢第一回五箇年計画的前四年，…我国的社会主義改造

和社会主義建設工作，都獲得了偉大的勝利」と社会主

義勝利宣言をしながらも「反対了復古主義和形式主義，

反対了追求豪華的思想，堅決降低了非生産性造価以後，

也為国家節約了大量資金」として右派台頭と浪費経済

の押え込みに苦労してきたことを吐露している。

さらに「過去在所謂“在合理設計不合理使用''口号

下対住戸対象欠乏調査研究，多設計為一戸三室，一戸

四室的住宅造成使用不方便，分配困難，現在改正這種

設計，編制以一戸一室半及一戸二室為主造合群衆生活

需要的設計」と現状調査を行っていなかったため，

｢合理設計不合理使用」のスローガンの下で三室・四

室型住宅を大量供給してきたことを反省し，人民の生

活に合った一戸一室半と一戸二室型住宅の供給に変更

して行くことを宣言した'8)。

1957年６月３日国務院から「進一歩開展増産節約運

動」が発布されたため，建筑学報編集部は「貫徹勤倹

建国方針，提唱簡易房屋」のタイトルの下で「自建公

助住宅」という簡易住宅建設の提案を行った１９)。

これらの住宅は，日干し煉瓦造かつ瓦または草葺屋

根で，極端なものは「自建公助住宅的使用年限，造価

較低的簡易房屋可用８～１０年」と耐用年数の短いもの

であった。「合理設計不合理使用」と「自建公助住宅」

との思想の落差は当時の中国の経済状況と社会主義建

設の困難さを如実に物語っている。

とはいえ，国情に合った小面積住宅の良好なストッ

クは重要な課題であり，これに対して新たな検討が始

まった。

「関於小面積住宅設計的探討」では，都市の住宅問

題は，絶対的な住戸不足と低劣な居住水準に加えて人

口の急増にあると総括したうえで，小面積住宅に特徴

を「是毎戸絶対面積数量的減少…経済性｣，「因而保証

了住戸的独家使用，…改善住戸居住条件的合理’性」と

経済性および合理‘性追求の二点にまとめている。

さらに小面積住宅を考える際には，「小面積住宅住

戸的対象問題」として，狭い中でどう生活するか．生

活水準をどう確保するか，「関於“活用，'問題」とし

て必要な居室機能をどう決めるか（客庁や書房を不必

要とするか)，「関於経済問題」として建築の総面積と

体積・一戸当りの面積と体積・居住部分の面積と体積．

一人当りの面積と体積・単位面積当りの建築費をどう

するか，「関於戸室比的問題」では家族人数と一住戸

に確保する部屋数の関係，「住宅層数与類型的問題」

では中層を主とした供給を，「関於照顧到発展問題」

では長期的に居住水準をどう高めるか，等６つの問題

解決が必要であるとまとめている20)。

またこの論文では，一般職工向き住宅として甲乙丙

の三標準案を提示している。これらはすべてｌ～２居

室型で，一人当り居住面積3.8～4.8㎡／人，３～５人

家族を想定したものである。（図－９）２１）

ここで提示された２室型住宅は，廊下が無くｌ室は

通り抜けを余儀なくされるタイプである。このため套

間問題として特に取り上げ「恨多人反対套間，甚至在

小面積住宅設計中他個也要求従不套出発来進行設計，

我個只同意如果都没有套間的房屋，…明確套間的設計

是在保証毎家独戸使用…套間能最有効的減少住宅的絶

対面積，使平面布置発揮最大最有効的作用，収到巨大

的経済利益」と述べ，今まで套間は多くの人に反対さ

れてきたが，套間は一家族一戸を保証するための設計

案で，住宅面積減少に有効かつ経済性が高いことを強

調している。

さらに「因此我佃覚得在保証独戸使用的条件下，套

間是小面積住宅設計中有特殊意義的手法」と，套間型

は一家族に一住戸を保証するためであり，小面積住宅

計画の特殊解であることを強調している。

４－５．設計批判

ソ連型住宅の模倣に始まった都市住宅の供給は，大

面積住宅を前提としたものであったため「合理設計不

合理使用」の思想の下でも，国情を無視したものとし

て批判され，新しく小面積住宅が模索されてきた。こ

のような中で小面積住宅として提案されたのが，１９５５

年の北京右安門実験住宅と1957年の北京幸福村住宅で，

ｉ
富
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いずれも外廊式住宅であった。

北京幸福村では，計画案が紹介された半年後には

｢対“幸福村街坊設計”批判｣22)として，早くも批判論

文が出された。ここでの批判は，外廊そのものの欠点

を改めて指摘した後，「幸福村的外廊平面単元特点，

是単位造価高而居住係数低」と，建築単価が高く平面

係数が低く，経済効率の悪い点を追求し，内廊式住宅

を対案として示している。（図－１０）

さらに「対街坊布置“設計説明”的批判」として団

地計画そのものに言及し「在建築群体布置和街坊用地

分析方面是否従形式，空間美観，効果出発得多了此，

従用地指標，平均投資等経済分析等方面考慮得少了此」

と，経済性を考えずにアメニテイを考慮しすぎたこと

を批判している。また「是一箇恨理想的花園新村，但

他並不是我個今天所迫切需要的東西」と，住宅難の現

状では理想郷的過ぎると述べている。

ちなみに，北京市北郊計画'5)ではグロス520人／ｈａ・

ネット１０４７人／ｈａであったものが，北京幸福村計

画'6)では同じくグロス310人／ｈａ・ネット676人／ｈａ

と余裕がみられる。

幸福村街坊設計批判は，設計そのものの特徴を認め

ながら，経済性の低さを指摘したものであった。しか

し「右安門実験性住宅的結果｣動の論文は，政治的な効

果を含めた北京設計院の自己批判に近いものであった。

すなわち「必将住宅理論，根据党和政府的方針政策，

従設計到施工，虚心学習，深入研究，根据客観実際情

況，作出新方案，再全面分析」と，党・政府の方針に

基づいて学習研究を進め，客観的実状を踏まえ住宅理

論を構築することが必要であると訴えている。

一方，右安門住宅設計そのものについては，全体的

に「結果変成浪費土地，浪費資金，分配不霊活，夏熱

冬涼，悶不通風」と，経済性からの批判を加えて，住

戸配分に融通‘性が無く，気候に適応していないと述べ

ている。

住戸の風通しが悪い点は，住棟の60％が東西向きで

あったため「朝東西向；夏天西晒，並且全部死窓戸」

と夏西日が強く，窓を開けることができなかったため

である。このことは「将全部窓戸改成死窓，蒋外走廊

方案強調穿堂風的住宅，改為死窓，全部不通風，員是

笑話！」と外廊式住宅の長所を前面に出しすぎたこと，

住民が西日を避けるため窓を詰めてしまったことを指

摘し，全くの笑い話だと痛烈に批判している。

５．考察

開放後１０年間は，中国が「社会主義国」として産み

の苦しみを味わった時期でもある。思想統一と経済発

展の困難さは，住民の生活水準を的確に示す住宅問題

に直接反映されていたとも言えよう。

建国当初は，国家百年の計に立って，良好な住宅ス

トックを目標としたため，ソ連と同じく大面積住宅を

建設した。この時の設計思想が「合理設計不合理使用」

である。ソ連も1950年代中期までは，計画した一住戸

に一家族が住むのではなく，一家族がｌ～２居室を占

有することが前提の住宅政策であった。ただソ連と中

国の違いは，一人当りの居住面積で，ソ連９㎡／人・

中国４㎡／人という目標水準だったことである。

この数値の差が持つ意味は大きく，住民の生活を決

定的に変える値である。例えば中国で提案された303

型住戸の基準階は，厨房４箇所・便所３箇所・9.42㎡

～16.1㎡の合計11居室138.45㎡の居室面積を持つプラ

ンである。このため，４㎡／人を基準に計算すれば３７

人が，９㎡／人を基準に計算すれば15人が住む計画に

なる。一家族平均人数４人と仮定すれば；中国は９家族・

ソ連は４家族が基準階を占有することになり，厨房・便

所の数からみても，問題点と生活様式の差は明白である。

1955年の経済引締めによって，住宅の建築単価を約

半分に引き下げるという決定がなされた。このことは，

思想としての「合理設計不合理使用」の持つ問題以上

に設計建設現場に大きな影響を与えたはずであるが，

設計現場は，今まで人民の生活水準を考慮せずソ連に

盲従したことと「合理設計不合理使用」を批判しただ

けで，批判の言葉とは裏腹のプラン提案している。

居住水準を測る目安として，一人当りの居住面積

(居住面積水準）を使用している点は，ソ連と同じで

ある。この値は，住戸面積から厨房・便所・廊下等非

jＯＯ３４０Ｃ〕ＯＺ６０ Ｃ
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可住面積を除き，家族人数で割ったものである。この

居住面積水準を遵守するために，設計者が取った方法

の一つが「外走廊方式」である。これは「北京右安門

実験性住宅」や「北京幸福村街坊設計」として提案さ

れた方式である。これらは，居住面積水準を低くする

ことはできたが，建築の総面積を減らすことにはあま

りつながらず，建築費削減にはならなかった。この点

が初期の中国住宅設計規範の欠点でもあった。

不特定多数の人民に住宅を供給するには，家族構成

を類型化したうえで住宅の型を対応させ，バラエティ

に富んだ型別供給方式を採用することが第一歩である。

この方式は1957年に，一室型・二室型・三室型として

具体的に提案されたが，一室当りの就寝人数は平均

2.5～3.0人と就寝分解を保証できないものであった。

この理由は，最小の居室であっても約１０㎡と広い部屋

が計画されたからでもある。住宅難の中で，この様な

広い居室が供給されてきた理由を解明することが，中

国の住宅計画の発展方向を解く鍵でもある。

住宅建設経費削減を本格的に推進するには，居住面

積水準だけにこだわってはいられなくなり，一人当り，

の建築面積と体積にまで言及せざるを得なくなった。

このため，平面計画上，廊下面積を削除するプランが

必然的に現れてきた。これが中国独特の，廊下と部屋

を合体させた，通り抜け可能な居室を持つ「套間型住

宅」である。このプランは，小面積住宅計画のための

やむを得ない特殊解である，としながらもその後広く

普及した案である。この案にしても，最小居室面積は

約１１㎡とかなり広い面積を占めている。

戦後わが国の小面積住宅は，食寝分離を確立するた

めに，ＤＫをつくって空間の秩序を守ろうとして来た

のに対し，中国は就寝・食事・団らんを一室で行うば

かりか，通路の機能まで付加し，厨房を必ず独立させ

た。このことは，長い歴史に育まれた文化の違いでも

あるし，これ以降の住宅計画の発展方向を異なるもの

にした理由の一つでもある。

本研究は，中国からの留学生，林方亮と曹育

棋，両君に負うところが大きい。記して謝意を表します。

注

1）林錫恩，楊捷美；着眼宏観決策，解決城鎮住宅問

題，建築師１３，ｐ,44,1982年12月

2）世界の潮流；日経新聞，９面，1992年５月12日

3）朱昌廉，胡昌俊；継承・改善・創新，建築師32,p・

’65,1989年３月

４）中国現代建築歴史（1949～1984）大事年表，建筑

学報，1985-10,ｐ､１１

５）神品恭二；現代都市住宅の基礎一ソ連の場合1956

～1981-，福岡大学総合研究所報第70号，ｐ,40,

1984年２月

６）建築工程部設計総局；対選出方案的意見和単元介

紹，建筑学報1956‐ｌ，ｐ､１７，－区第二方案（図

４－６）

７）李富春；励行節約，為完成社会主義建設而奮闘

建筑学報1955‐１，ｐｐ.ｌ～13,1955年８月

８）李椿齢；降低標準後的二区住宅定型設計介紹，建

筑学報1955‐ｌ，ｐｐ､95-100,1955年８月

９）丁責訓；関於55-6二区住宅定型設計的幾個問題，

建筑学報1955-2,ｐｐ,５１～55,1955年１０月

10）華撹洪；関於北京右安門実験性住宅設計経験介紹，

建筑学報1955-3,1955年１２月

11）李畠光；目前住宅標準設計所在一些問題及討論，

建筑学報1956-2,ｐ､102,1956年４月

12）張開済；関於住宅標準設計一些問題的商権，建筑

学報，1956-3,ｐｐ・ll2-ll5，1956年６月

13）沙洛諾夫；（蘇連建築師協会書記処書記）；蘇連建

築的新趨向，建筑学報，1956-8,ｐｐ.’～１９，１９５６

年11月

14）彰一剛，屈浩然；在住宅標準設計中対於来用外廊

式小面積居室方案適一個建議，建筑学報，1956-6,

1956年９月

15）超冬日；北京市北郊一居住区的規劃方案和住宅設

計，建筑学報，1957-2,ｐｐ､38～48,1957年２月

16）華撹洪；北京幸福村街坊設計，建筑学報，1957-3,

ｐｐ､１７～35,1957年３月

17）畢万椿；両個住宅方案的探討議，建筑学報，１９５７

‐３，ｐｐ､３６～40,1957年３月

18）国家建設委員会孔祥禎主任講話；建筑学報，１９５７

‐３，ｐｐ.ｌ～5,1957年３月

19）建筑学報編集組；貫徹勤倹建国方針，提唱簡易房

屋，建筑学報，1957-6,ｐｐ.’～5,1957年６月

20）宋融，劉開済；関於小面積住宅設計的探討（上)，

建筑学報，1957-8,ｐｐ､３４～44,1957年８月

21）宋融，劉開済；関於小面積住宅設計的探討（下)，

建筑学報，1957-9,ｐｐ､９３～107,1957年９月

22）張縛，他；対“幸福村街坊設計，'批判，建筑学報

1957-9,ｐｐ・’19～123,1957年９月

23）朱兆雪，他；右安門実験性住宅的結果，建筑学報，

1957-11,ｐｐ､５３～57,1957年１１月


